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 司  会        ②石井 秀人兄 

奏  楽 

祈  祷        ②白川 達男兄 

賛
さん

  美
び

  聖歌２３２番  ～父の涙～ 

パウロの祈り② 

 

聖書
せいしょ

朗読
ろうどく

  ヨハネの黙示録８章１～５節 

特別賛美   ①②ミルトス／③④ICAクワイア 

メッセージ  「父なる神様の御心」 

石井 潤 牧師 

 

献
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  金
きん

  聖歌２５４番 ～栄光イエスにあれ～ 

祝
しゅく

  祷
とう

 

お知らせ  〔司会者〕 

賛  美  ～平和初めて知った～ 
 

☆礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！☆ 
《今週のお知らせ》 

★本日は父の日礼拝。すべての兄弟たちに父なる神の御心が注がれますように！ 

☆今週の祈り会は 〇早天祈祷会：明朝６時、◎祈祷会：木曜午前１０時半、 

夜７時半（大和教会の祈祷会に参加）。〇準備祈祷会：土曜夜８時。 

★来週の日曜も礼拝のみ４回行われます。〈司：石井兄／祈：小山姉〉。 

☆今年も半年守られたことを感謝して「上半期感謝献金」をお捧げ致しましょう！  

☆一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔６/２０－/２７〕 

Date 日 月 火 水 木 金 土 日 

旧約 歴代上 25-27 28-29 下 1-4 5-6 7-8 9-11 12-14 15-17 

新約 使徒 2:25-47 3 4:1-22 :23-5:16 :17-42 6 7:1-29 :30-60 

チェック ○○○ ○○○ ○○○○○ ○○○○ ○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○○ 



 
「神は、すべての人が救われて、真理を悟るに至ることを望んでおられる。」 

テモテへの第一の手紙2章4節 

「…。ただ、ひとりも滅びることがなく、すべての者が悔改めに至ることを望み、あなたが

たに対してながく忍耐しておられるのである。」      ペテロの第二の手紙3章9節 

「神はそのひとり子を賜わったほどに、この世を愛して下さった。それは御子を信じる者が

ひとりも滅びないで、永遠の命を得るためである。」    ヨハネによる福音書3章16節 

「しかし、このあなたの弟は、死んでいたのに生き返り、いなくなっていたのに見つかった

のだから、喜び祝うのはあたりまえである。」       ルカによる福音書15章32節 

 

黙示録には多くの裁きの状況が描かれていて、拒絶反応を起こしてしまう部分が正直あ

ります。しかし、決して忘れてはいけないことがあります。それは、父なる神様の御心です。 

私たちの神様は“父なる神様”です。勧善懲悪、悪い者を気持ちよくいたぶっているという

お方では決してありません。その心は十字架の傷で苦しまれたイエス様のご愛のように、いや、

それ以上に父なる神様のお心は苦しみで満ちておられるのです。そんなお心の状態で、御

自分の愛する人類そのものを滅ぼされるということはどれだけ苦しみが伴うことでしょうか。 

父なる神様が最も望んでおられるのは、全人類の救いです。そのためにひとり子であるイ

エス様を私たちに下さいました。これ以上の方法はありませんでした。 

「わたしはたった一人の息子をあなたがたのために提供しました。さあ、人類よ。今度はあ

なたがたがわたしのために、その愛に対して応答するときです。」と言わんばかりです。しかし、

その時からすでに２０００年以上の時が経過してしまいました。人類はこの父なる神様に対

してどう応答してきたでしょうか？その生き方、考え方は変わらないままではないでしょうか。ど

うしたらよいのでしょうか？このまま、人類は神様のご愛に答えることがないまま、滅んでいって

しまうのでしょうか？ 

本日の聖書箇所の黙示録８章では、最後の封印である、７つ目の封印が解かれ、その

裁きが下ろうとしています。しかし、この７つ目の封印、７人の御使いたちの前に、実はもう一

人の御使いが登場します。このもう一人の御使いが行ったことがとても不思議なのです。彼

の手には金の香炉。そこには多くの香。これはクリスチャンたち、そして、主イエス様のとりなし

の祈りであろう。この祈りが、燃える火である聖霊様と共に地上に投げ込まれ、神様の御声

である、雷鳴や稲妻がこの地上に現わされます。この働きは、裁きの前に語られる神様の大

いなる救いのメッセージが語られる瞬間であると受け止めることはできないでしょうか。 

「父なる神様の御心」 
～最終的な裁きの前に語られる神様の救いのメッセージ～ 


